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巻頭言

会長　須藤正起
　県視協会員の皆様こんにちは。師走の忙しい最中、会員の皆様はお健やかにお過ごしでしょうか。風邪やインフルエンザが流行る時節でもあります。体調管理には十分留意していただきたいと思います。

　さて、前号よりの主だった事業の報告として、三療研修会、同行援護従業者養成研修、ニュースポーツ普及事業、コミュニティ静岡２１等についてですが、今年度も無事に行うことが出来ました。

　まず、三療研修会についてですが、無免許対策についての状況確認と意見交換を行い、午後からは昨年同様、白畠庸先生にお越しいただき、不眠症についての講演と実技。鍼による自律神経への雀啄術をご指導いただきました。また、先生の著書のデイジー版図書を資料としてご提供いただき、参加者にはお配り致しました。当日、参加できなかった方で視聴を希望される方は事務局までご連絡ください。

　１０月には、４日間をかけて同行援護従業者養成研修を行いました。今年度中に受講しなければ経過措置期間が切れる為、駆け込み受講者が殺到し、募集人数は３０名のところ、１２０名近くの応募がありました。追加課程に関しては１５名の応募があり、選定に頭を悩ませました。他の団体でも研修を行っていますが、いずれも２０名程度の定員と言う事で、受けられない希望者から問合せが殺到し、事務局の仕事に支障をきたす程でした。今年度も応用課程を２月に行う予定ですが、一般課程を３月に急遽、行う事に致しました。大変では有りますが、外出支援の充実を図る為にも頑張らなければならないと思い準備を進めています。

　続いてスポーツ関係では、第１７回全国障害者スポーツ大会（愛媛大会）STT男子の部において、東部地区の勝村和彦さんが優勝され金メダルに輝きました。おめでとうございます。

　ニュースポーツ普及事業では、パラリンピックの公式種目でもあり、静岡県内で行われると言う事で県が力を入れている「タンデム自転車」の体験と「ボッチャ」を楽しみながら体験致しました。タンデム自転車については、静岡光の家が所有している４台の内３台をお借りし、運搬等もお世話になりました。ご協力有難うございます。数年前から、あちこちで体験会が行われて来ましたが、県視協での開催は今回が初めてという事も有り、経験者も未経験の方からも感想が聞けて良かったと思います。今回のボッチャは椅子に座って行いました。前回の立ち姿勢でのプレイとは違い、近距離での接戦が繰り広げられ、大変盛り上がりました。ご協力いただいた静岡視覚特別支援学校の青山先生、県スポ協の飯塚さん、八木さん、学生ボランティアの方々有難うございました。今後のスポーツ事業の参考にもなりました。

　今年度のコミュニティ静岡２１は、ブロック開催という事で開催日が異なり、現時点では東部地区のみ行われており、丁度、台風が直撃するかも知れないと心配されましたが、無事に開催でき安堵しました。多少、雨が降っており、参加を取り止めた方もいましたが、富士山本宮浅間大社の湧玉池を眺められる会場で楽しい一時が過ごせました。中部、西部地区は１１月２６日に其々、開催されます。今年は西部支部連合会が設立３０周年という事で、記念大会を行います。おめでとうございます。

今後も県全体の視覚障害者が地域の特色を活かしつつ、活躍できるよう組織力の強化に力を入れて参りたいと思います。本年も各地区の役員、事業担当者を始め会員の皆様、事業にご協力いただいた皆様に感謝致します。来年もご協力をお願い致します。

良いお年をお迎えください。

第６３回日盲連全国盲青年研修大会報告

浜松支部　五十嵐正吾
第１分科会と第２研修会について報告させていただきます。

第１分科会は交通関連で、地方から7つの議題が出されました。最終的に全国委員会へ動力車両への発音化した方向指示器の搭載に関する議題と駅のエレベーター、点字ブロック、弱視に対する文字表示の工夫等に関する議題が出されました。そして全国委員会では第２分科会で最も賛同が多かった以下の議題が日盲連の全国大会へ上げられることになりました。これは第１分科会に出された二つの議題を一つにしたものです。

「視覚障害者が駅を安全かつ快適に利用できるよう全盲・弱視等多様な視覚障害者の声を取り入れて、駅の設備を総合的に整備することを要望する。その際エレベーターの音声サイン、点字ブロック、見やすい文字案内板の設置については特に考慮するよう求める。」

　その他に第１分科会では、エスカレーターに向かう誘導ブロックの敷設、自転車とバイクの走行・違法駐車の取り締まり強化、様々な場所へのシグナルエイド受信機設置、タクシーの障害者割引の引き上げについて出されました。

　いずれの議題も参加者から多くの意見や情報提供があり、各地の現状を知るとても良い機会となりました。
　次に第２研修会についてです。第２研修会ではスマートフォンのアプリであるUDCastの体験会でした。UDCastは映画・映像・放送等の音声をスマートフォンやタブレット端末に聞かせると、字幕表示、音声ガイド再生等を行うことのできるアプリケーションです。

　私は実際、浜松の映画館で「君の膵臓を食べたい」という映画を見たときに使用しました。とてもわかりやすくて素晴らしかったです。
一緒に行った方とリアルタイムで楽しさを共有できるのが魅力です。映画館へ行く前にアプリをあらかじめダウンロードしておき、映画館で観たい映画で決定すると映画が始まったと同時に副音声が流れ始めます。現在対応する映画が増えているのでもっと楽しめる幅が広がると思います。興味ある方はぜひ試して下さい。一部対応していない携帯もあるのでご注意ください。

　これからテレビの副音声などにも対応できるように勧めて行くそうなので期待できるアプリと思っています。

　以上分科回と研修会の報告をさせて頂きました。とても充実した鹿児島を過ごすことができました。来年は奈良県なので、それまでにまた色々研修して備えたいと思います。

H29年 鹿児島大会 第２分科会報告「UDキャスト体験会」

　青年部副部長　片平考美
・UDCast（ユーディーキャスト）とは映画・映像・放送等の「音声」をスマートフォン等の携帯端末のマイクが拾うことで、その端末を通じて、字幕や手話の表示、音声ガイド再生等を行うことのできるアプリケーションです。

映画や放送番組、Web動画、展示施設など対して、障害や言語の壁を越えて誰もが情報を得ることができることを目的としています。

観客、来場者のすそ野を広げ、これまでより多くの方が映像等の魅力に出会い、共感・共有する機会を提供します。
今年も、全国盲青年研修大会へ参加して来ました。今年は、薩摩国鹿児島県での開催でした。富士山空港より飛行機にて鹿児島入りしたのですが、2時間ほどで到着したので、とても近いなぁと感じましたが、移動距離は1000キロ！あらためて静岡、鹿児島直行便がある空港が本県にあることがありがたさを感じました。

 今回の鹿児島大会では、日盲連常任委員として代表者会議や、分科会、全国委員会、懇親会、第2分科会に参加して来ました。昨年度から2度目の常任委員としての全国大会参加となります。静岡県からは、五十嵐青年部長と藤枝の吉田君が参加しましたので、詳しい報告は、お任せすることにしました。私の方からは、全国大会に参加するといいなと思うことが3つあるのでそれをお伝えしようと思います。

1つは、日頃はなかなか行けない地域に行けることです。交通手段もいつも利用する交通機関とは、勝手が違ったりするのですが、他県に出ることで、自分たちの県の交通機関の課題が見えたり、工夫を知ることができます。もし、自分たちの生活する県の交通機関が今よりももっと視覚障害者に使いやすいものになったら、安全なものになったらもっと外出してみたいという気持ちになりますよね。今ある当たり前が、当たり前でないことに気付けるのです。

2つ目は、大会に参加している日盲連の会長さんや、各地域の諸先輩がたから当事者団体の活動の歴史や、地域での取り組みの話を聞けることです。各分科会からあげられてくる陳情も自分たちだけでは、なかなか気付かなかったことや知らなかった情報を知ることもできるためとても勉強になります。団体活動の歴史に触れること、各地域の諸問題の話を聞くことでそれらに対する対策を他地域から参加した仲間たちと互いに知恵を出し合う機会がもてることがいいなと感じています。自分たちの県ではどうかなという発想が生まれます。

 　3つ目は、全国各地で力を発揮し社会自立している青年層の仲間に会い、刺激を受け合えることです。県内でも同世代の仲間との関わりはあるものの、他地域では様々な職種で仕事をしている人と話をする機会がもてます。同世代の仲間との会話は、同じ目線で話をすることができ、共感できる部分も多くとても楽しいです。ご当地の美味しいお酒や食事を一緒に楽しみながら、日頃の悩みや、自分たちが歩んできた人生について、これからの夢などを熱く語ることができるのも魅力です。

　来年度は、奈良県での開催になります。再来年度はいよいよ、東海ブロック開催の三重県です。青年部で国や社会に対して、もっと改善してほしいこと、こうした方がよいという提案を一緒に考えて、ぜひ全国大会で身近な人とは違う考えを持つたくさんの仲間に会いに行ってみませんか。若い時にしかできない、よい経験になること間違いなしです！
（静岡支部　片平考美）

第６３回全国盲女性研修大会(群馬県大会)に参加して

女性部長　鈴木眞喜子
　今年度の大会は、９月５日から７日まで群馬県高崎駅前のホテルメトロポリタン高崎で行われました。静岡県の代表者は、大会２日目の全国代表者会議から参加しました。

　全国代表者会議では、平成２８年度事業報告、収支決算ならびに監査報告、平成２９年度事業計画、予算が承認されました。

　次に代表者会議ブロック提出議題について丁寧に話し合いました。

各ブロックの提出議題は次のとおりです。

・食品の賞味期限、消費期限の記載は文字を大きくして欲しい(北海道)

・テレビのニュースや緊急時の字幕の時間延長や音声化、外国語の日本語吹き替えを要望(東北、北信越、東海)

・障害者用交通系ＩＣカードの作成を要望(関東)

・JRの特急券と航空券の半額を願う(近畿)

・トイレの水洗ボタンの位置が確認しやすいよう、規格を一定にして欲しい(中国)。

・高速道路の通行料金は、視覚障害者が同乗する全ての車において手帳の提示のみで半額にして欲しい(四国)。

・視覚障害者がセルフレジに対応できるように商品バーコードの位置を統一して欲しい(九州)。これら提出議題は承認されました。

　各地区の要望事項を聞いていると、目的地に行くのに特急しかないとかＩＣカードを使うのが当たり前になっているとか、静岡県とは違う暮らしを感じました。また、最近増えつつあるセルフレジに視覚障害者がうまく対応できるための要望も必要だと思いました。

　午後は、研修会でした。第１部の講演会、今年は、卓話「群馬交響楽団の歩み」と弦楽四重奏でした。群馬交響楽団は、戦後の荒廃した社会を芸術文化を通じて復興させることを願って創設された「高崎市民オーケストラ」として始まりました。「定期演奏会」「移動音楽教室」を通じて市民に親しまれてきました。「移動音楽教室」は県内の全ての小中学校の児童・生徒にオーケストラの生演奏を聞いてもらう活動です。演奏を聞いた児童・生徒は、社会人になって定期演奏会にも気軽に足を運ぶことになるようです。弦楽四重奏では、アイネ・クライネ・ナハトムジークやサウンド・オブ・ミュージックなど、耳に馴染んだメロディーを聞かせてもらいました。ホールで聞くのとは一味違った室内楽の魅力に触れたひと時を過ごすことができました。

　第２部はレポート発表と意見交換でした。全国９ブロックの代表が「家事の工夫とコツ」をテーマにレポートを発表し意見交換をしました。詳しくは、代表者として行っていただいた東部の鈴木はるえさんの文章をご覧ください。

　大会３日目、９月７日は、大会式典と議事、閉会式でした。

　議事では２日目の代表者会議の報告、研修会の報告があり、宣言、決議が採択され大会は終了しました。

　静岡県からの出席者は、代表者２名を含め５名でした。

　来年度、第６４回全国盲女性研修大会は、縁結びの神様、出雲大社で有名な島根県松江市で８月３１日(金)から９月２日(日)まで行われます。

第63回全国盲女性研修大会に参加して

女性部東部代表　　鈴木はるえ
　去る、9月5日から7日にかけて、群馬県高崎市で開催された第63回全国盲女性研修大会(群馬県大会)、私は部長さんと共に、全国代表者会議と研修会に参加しました。その中から、研修会第2部のレポート発表と意見交換会について報告させていただきます。

　ところで、高崎は東京駅から長野新幹線で1時間足らず。今回を期に意外に近い所と知りました。県からの参加者で早立ちをして、高さ約42メートル、約6000トンといわれる高崎白衣(びゃくい)大観音とその足元に鎮座する関東88ケ所霊場、第1番札所の慈眼院(じげんいん)を見学しました。小雨の舞う肌寒い一日でしたが、群馬大会の良い思い出となりました。

　さて、レポート発表と意見交換。今年のテーマは「家事の工夫とコツ」でした。9ブロックの代表者9名から掃除・整理収納、洗濯、料理、地域との関わり等、幅広い視点からの工夫とコツが発表されました。助言者は三菱電機株式会社工学博士　坂田理彦(まさひこ)氏、整理収納アドバイザー　山口智子(ともこ)氏、日盲連会長　竹下義樹(よしき)氏の3名で、5分間を目安に3名ずつが発表し、一段落した所で助言者から感想とアドバイス、そして問題点が整理されていきます。この流れは、私が知る限りずっと変わっていないようです。

　今年の発表者の多くは、視力低下に伴い、以前は出来ていたことが出来なくなり、失敗を重ねた中で自分なりに工夫したり、周囲から情報を得て、出来そうなことからやっているという人がほとんどだったように思います。

　例えば、ヘルパー制度も無い時代のこと、自由に行動する為に、盲導犬ユーザーになった。食事作りに困り、全てを音声化しているＩＨクッキングヒータに変えた。

家事を全てこなすのが大変になり、ご主人と家事の分担をするようになった。大変なときは無理せず、家族やコンビニ、商店の人達の手を上手に借りる。これらは生活して行く上で基本となっている大きな事柄のように思われます。しかし、細かなことについては例えば、古着等を10センチ角に切り、フライパンやガスまわりなどの汚れ吹きに使い、ポイ捨てする。下着類は固めのジップロップに入れて、立てて収納する。しみを見つけたときは目印に安全ピンを留めて置く等、すでに多くの方が実践されていることもあろうかと思いますが、なかには料理研究家さながらに野菜の下処理と冷凍のポイントやその活用方法等、料理だけに特化して発表された方もいました。

　東海ブロックからは、三重県の小林依り子さんが、各市町で行われている「視覚障害者生活訓練指導員派遣事業」について発表しました。年15時間、20時間、25時間と指導員に訪問してもらい、歩行訓練やパソコン指導、新しい電化製品の使い方等を教えてもらったりしているそう。
1回の派遣は2時間。県視協でも派遣事業が行われていますが、大変うらやましく、興味深く思いました。そして多くの方が困っているようですが、物の区別方法としては、同類の物(良く使う調味料とか、小物類とか)は一つの篭や箱に入れ、更にリボン等で区別して探し易くしている。結果チェックも容易になり、無駄な買い置きをしなくなったとも話していました。点字が使えるかいなかで工夫の方法も違ってくると思いますが、意外にもアイペンや物知りトークなどの音声認識機器を使っていと発表する方はいませんでした。

　家事は毎日のことなので無理せず楽しくやるのがコツ。貯め過ぎずこつこつやるのもコツ。物の区別が容易で、冷蔵庫や戸棚、押し入れ等の収納がすっきり出来て、料理等も手早く出来たのなら、きっと人生も変わることでしょう。それだけ女性にとって家事のスキルアップと達成感は必要不可欠なもの。自分なりに工夫して、家族の為、自分の為に一つでも多くの事が出来るようになりたいと、皆さん力強く語っていました。

　フロアーからも三菱のＩＨに感謝していることや、メーカーに対する質問が多く大変盛り上がりました。意見交換の中で多かったことは、新しい家電の使い方を教えてもらうときは録音しながら説明をしてもらっている。そこで取り説の音声化は、メーカーで取り組んで欲しいと。その点三菱ではテレビの全てに音声ガイドが内蔵されているとのことでした。収納アドバイザーの山口さんからは、液体洗剤より粉洗剤の方が洗浄力が強いことや、マスキングテープの利用法などが紹介されました。

　竹下会長からは、近所の付き合いが大切であり、いかに自分の存在を知ってもらうか、また、情報を持ち寄ることにより生活の幅が広がる。その為に情報の共有化が必要で、多くの工夫やコツをまとめるようにして欲しいと、情報の大切さが話されました。今年のレポート発表の中で一番感動したことは、「60才になってから点字が読めるようになった。」

との発表があったときでした。会場から割れんばかりの拍手が起こりました。努力に対しての賞賛の拍手に違いありません。会場全体が一つになっていると感じた素晴らしいひと時でした。

事務局からのお知らせ
1.寄付者のご紹介
　１１月２０日現在で、ご寄付いただいている方をご紹介いたします。

佐藤三四二様、青山和幸様、片平考美様、以上の３名です。

　過分なるご寄付をいただき、誠に有難うございます。
2.年末年始のお休みについて
　１２月２９日（金）から１月３日（水）まで、事務所がお休みになります。ご迷惑をお掛けしますが、宜しくご協力お願い致します。

3.組織強化にご協力を
　年々、会員数が減少し、組織運営が厳しくなっております。是非、身近な方へ入会のお誘いをお願い致します。正会員、賛助会員を増やし、組織の強化が図れるよう、ご協力をお願い致します。

4.収益事業について
　イトメンのうどん・そばの販売を致しております。県視協の収益金と各支部への還元金となりますので、ご協力を宜しくお願い致します。販売は２月末日までとなります。

編集後記
　木枯らしの吹き抜ける季節を迎えました。オー・ヘンリーの「最後の一葉」のように、残りの１枚となった１７年のカレンダーがはかない抵抗を見せています。この１年が皆様にとって思い出に刻まれる年になっていればと願います。

　さて、今号では夏の終わりに行われた、盲女性と盲青年の全国大会報告を中心に編集しました。３月発行予定の次号では、会員の皆様の体験や支部活動の様子、趣味やご意見などもページに加えられたらと思っておりますので、投稿をいただければ幸いです。点字は３枚以内、墨字は１２００文字をめどに、ご協力をよろしくお願いします。

　日本生まれの英国のノーベル賞作家カズオ・イシグロの「私を離さないで」を読んでみました。彼の文学的価値を感覚するには、私の感性はあまりにも貧しくて、到底追いついては行けませんが、たんたんと描写されるストーリーが、実際には大変な発想と現実性に裏打ちされていることを思わずにはいられませんでした。

　さて、皆様にとって今年はいったいどんな年だったでしょうか。平成３１年の４月には天皇陛下の退位、そして皇太子の即位と言う歴史上の転換点を向かえます。新しい元号の元、新たな気持ちで歩んで行きたいものです。

市川健悟　

住所　〒４３１－３１２１ 浜松市東区有玉北町１５３８

電話　053-434-4140

Eメールアドレス　oidashi@ka.tnc.ne.jp
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